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会 

長

　内  

田  

雅  

惠

令
和
新
時
代
に
向
け
て

令
和
新
時
代
に
向
け
て

　

過
日
の
総
会
に
於
い
て
、
31
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
事
業

計
画
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
一
人
ひ
と

り
が
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
の
輪
が
広

が
る
創
造
あ
る
活
動
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年　

本
会
創
立
26
年
目
を
迎
え
新

た
な
気
持
ち
で
、
役
員
及
び
部
会
員
一
同
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
報
道
に
よ
る
と
令
和
の

意
味
は
、「
人
び
と
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
、文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
聞
き
ま
し
た
。

各
自
治
組
織
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
の
心
寄
せ
合
い
交
流
が
深
ま
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
も
各
種
事
業
を

通
じ
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
近
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
故
や
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
川
崎
市
登
戸
で
発
生
し

た
殺
傷
事
件
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
含

む
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
件
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
地
域
で
支

え
る
生
徒
指
導
推
進
協
議
会
（
小
中
学
校
等
）

と
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か

ご
理
解
を
賜
り
各
地
区
で
積
極
的
な
取
り
組

み
を
い
た
だ
き
、ご
近
所
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち・

生
徒
さ
ん
に
笑
顔
で
挨
拶
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
こ
の
運
動
が
広
が
り
定
着
す
る
こ
と

が
地
域
力
を
高
め
、
田
彦
地
区
の
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
セ
ン
タ
ー
施
設
の
防
水
工
事
の

た
め
、
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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項　　目
収 入 の 部

比率（％）金　額（円） 項　　目 比率（％）金　額（円） 項　　目 比率（％）金　額（円）
支 出 の 部

活 動 費
事 業 費
事 務 費
会 議 費
予 備 費

合　　計

1,675,265
1,680,000
495,000
205,000
30,290

4,085,555

市から補助金
会　　費
協 賛 金
繰 越 金
雑 収 入

合　　計

69%
23%
2%
0%
6%

100%

2,832,000
928,200
75,000
2,238

248,117

4,085,555

活　動　費

体 育 部 会

合　　計

565,600
安全福祉部会 250,181
文 化 部 会 233,122
青少年部会 363,581
環 境 部 会 262,781

1,675,265

41%
41%
12%
5%
1%

100%

33%
15%
14%
22%
16%

100%

事業等の日程の詳しくい内容につきましては、事務局（274-5222）までお問合せください。

役員会
秋季運動会
コミュニティまつり
地域ふれあい芸能発表会
広報誌発行

随時開催
10月20日

11月16・17日
2月16日

7月、12月、3月

地域コミュニティの拠点として、皆さま
に親しまれる会運営を推進します

平成 31年度  事業計画

事　　業　　予　　算

本会事業

危険個所点検
福祉講習会
元気はつらつ歩く会
交通安全大会

6月　　 
7月10日
10月26日
2月　　 

地区の交通安全啓蒙活動や危険個所点
検・福祉・防火等の啓蒙活動の推進

安全福祉部会

文化教室
一般募集見学会

10月　　
11月　　

心豊かな生活環境推進のため、芸術や
地域の歴史・文化を知る教室の開催

文化部会

環境美化運動

緑と花の愛護普及事業
環境講座

5月25日、8月3日、11月2日
6月、11月
1月25日

９月末に開催される茨城国体に向けて、
花いっぱい運動と地域の環境美化の推進

環境部会

ファミリーバドミントン
シニアレクリエーション
ヘルスバレーボール
ノルディックウォーキング

5月26日
6月16日
7月7日
12月8日

スポーツを通じ、地域の方々の交流と体
力増進を推進。いい汗流しましょう！

体育部会

少年の主張大会
ふれあいキャンプ
ふれあいスキー
読み聞かせ（年9回）
青少年育成事業

7月10日
8月3・4日
1月11日
6月～3月

予定

各種事業を通じ、地域の青少年健全育成
活動を推進

青少年部会
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総　会
監　事 会　長 内田雅惠 顧　問 勝村和男

事務局 平野一能

副会長 大橋恒雄
藤咲武夫

熊田文勝　
北島荘太郎

役員会

実践部運営委員会

地
　区
　委
　員

地区委員会
委員長 須藤光夫
副委員長 大橋恒雄

委員長 大谷忠彦
副委員長 小野　勲

田彦東
自治会

中村厚士
大部正春

田彦西
自治会

藤咲武夫
宮崎眞明

西大島
自治会

宮本能光
山田謙司

大島公園西
自治会

内田雅惠
石村寧敏

堂端
自治会

須藤光夫
安田貫二

実
　
　践
　
　部

部長 松原　昇

体育
部会

久保田寿久
久保田憲治

部　長
副部長 宮本章子

藤本幸子副部長 小野瀬謙二

恩田直人
横山　司

部　長
副部長

佐々木敬三
小林達也

部　長
副部長

刈谷秀樹部　長

松原　昇
菅原研之

部　長
副部長

副部長 久保田寿久
刈谷秀樹

安全福祉
部会
文化
部会

青少年
部会

環境
部会

広報委員会

会員数の内訳（世帯数）

平成31年度  田彦中学区地域づくりの会組織と体制地域づくりの会
のしくみ

目　的 自らの意思で住民が相互に連携しあい，地域の生活環境，人間関係の一層の充実を図り，
地域のコミュニティ活動の促進・発展するため，中学校区単位に組織しています。

運営費 会員から年300円の運営費と市からの助成金等で運営しています。事業報告等は，毎年度
総会を開催し報告しています。

体　制 会長，副会長，監事は，総会で選出し，任期は2年です。実践部運営委員は，各自治会から
推薦された方々等で各事業を実施しています。

会　員 中学区の皆様で構成しています。自治会に加入することで会員になれます。

田彦東自治会 …………
田彦西自治会 …………
西大島自治会 …………
堂　端自治会 …………
大島公園西自治会 ……
県営田彦アパート ……

478世帯
743世帯
526世帯
923世帯
320世帯
104世帯

計　　　　　　3,094世帯
前年度計 　　　　3,109世帯地域づくりの会のご紹介

今
年
度
の
広
報
委
員
で
す

◎ 

大
谷
　
忠
彦  

西
大
島
自
治
会

◯ 

小
野
　
　
勲  

文
化
部
会
　

　 

宮
崎
　
祐
輔  

大
島
公
園
西
自
治
会

　 

米
川
　
孝
子  

田
彦
西
自
治
会

　 

小
森
　
和
男  

堂
端
自
治
会

　 

菅
原
　
公
子  

田
彦
東
自
治
会

　 

菊
池
美
千
代  

体
育
部
会

　 

円
谷
　
昇
子  

青
少
年
部
会

　 

平
田
　
源
蔵  

環
境
部
会

　 

片
岡
　
シ
ナ  

安
全
福
祉
部
会

（
◎
委
員
長
　
◯
副
委
員
長
）

■ 

防
犯
連
絡
員
協
議
会

　
　
　
　 

田
彦
中
学
区
分
会

　
「
ふ
れ
あ
い
と
非
行
防
止
は
街
ぐ

る
み
」
山
新
通
り
大
島
公
園
フ
ェ
ン

ス
に
黄
色
の
長
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
の

横
看
板
が
設
置
さ
れ
た
の
を
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
防
犯
連
絡
員
協
議
会
田

彦
中
学
区
分
会
が
昨
年
度
啓
蒙
活
動

の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

防
犯
連
絡
員
の
活
動
は
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
種
々

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
及
び
自
治
会
組
織
等
の
自

主
的
な
地
域
安
全
の
拠
点
と
し
て

【
防
犯
連
絡
所
】
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
昭
和
四
十
一
年
に
制
定
さ
れ
て
以

来
、
防
犯
連
絡
員
の
家
や
会
社
、
事

務
所
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

田
彦
中
学
区

　
　 

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

各
自
治
会
で
は
、「
田
彦
中
学
区

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
結
成
し
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

青
色
回
転
灯
を
つ
け
た
車
で
田
彦
中

学
区
地
内
の
見
回
り
巡
回
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
児
童
・
生
徒
が
死
傷
事
故

に
あ
う
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
現
状

で
す
。
そ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故

が
出
な
い
よ
う
研
鑽
を
積
み
な
が

ら
、
皆
様
で
住
み
よ
い
街
「
田
彦
中

学
区
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
日
々
の

努
力
を
重
ね
た
い
も
の
で
す
。

　

六
月
十
五
日
は
、
防
犯
連
絡
員
総

会
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
活
動
報
告

会
が
開
催
さ
れ
、
警
察
署
の
講
話
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
例
等
の
講
演

会
研
修
を
行
い
、
参
加
者
は
82
名
で

し
た
。

街
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
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部
会
だ
よ
り

部
会
だ
よ
り

体
育
部
会
っ
て

　  

運
動
会
と
餅
つ
き
？

体
育
部
会

地
域
の
交
通
安
全
と
福
祉
の
推
進

安
全
福
祉
部
会

　

体
育
部
会
の
活
動
指
針
は
、「
地
域

の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」、
具

体
的
に
は
「
体
育
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
し
、
体
力
づ

く
り
と
心
身
の
健
康
増
進
を
図
る
」
こ

と
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
、
自
治
会
推
薦

の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
10
名
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
５
名
、
部
会
推
薦
７

名
の
22
名
で
す
。
部
会
員
は
仕
事
を
持

ち
、
休
日
を
利
用
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
体
育
部
会
で
行
う
４
つ

の
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

一
般
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
違
い
、
短

い
ラ
ケ
ッ
ト
と
丸
い
ス
ポ
ン
ジ
の
付
い

た
シ
ャ
ト
ル
を
使
い
、
３
人
対
３
人
で

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
禁
止

や
二
度
打
ち
Ｏ
Ｋ
等
独
特
の
ル
ー
ル
が

あ
り
、
小
学
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
楽

し
め
る
競
技
で
す
。

　

本
年
５
月
26
日
、
田
彦
小
学
校
体
育

館
で
開
催
し
、
12
チ
ー
ム
43
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
入
っ
た
家
族

チ
ー
ム
、
兄
弟
チ
ー
ム
、
大
人
チ
ー
ム
、

そ
れ
ぞ
れ
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、
勝
負
に

　

当
部
会
の
部
会
員
は
、
自
治
会
推
薦

者
・
交
通
安
全
母
の
会
・
民
生
委
員
・

消
防
団
・
保
健
推
進
員
・
高
齢
者
ク
ラ

ブ
等
幅
広
く
経
験
豊
富
な
方
々
で
構
成

さ
れ
た
総
勢
28
名
で
す
。

　

活
動
の
目
的
に
は
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
と
お
し
て
、
住
民
相
互
の
福
祉

向
上
を
図
り
、
交
通
事
故
の
危
険
個
所
等

に
よ
る
災
害
を
な
く
し
、
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
活
動
に
つ
い
て
は
、

■
交
通
安
全
で
は
、
毎
年
2
月
に
田
彦

地
域
の
交
通
安
全
日
を
定
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
高
齢
者
向
け

や
新
一
年
生
向
け
に
交
通
安
全
の
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
習
会

終
了
後
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
の

顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ガ
ン
バ
レ
！

　

ま
た
、
通
学
路
の
危
険
個
所
の
点
検

を
行
い
、
改
善
要
望
等
を
行
政
に
提

言
し
て
い
ま
す
。

■
防
災
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
使
い
方

や
煙
中
脱
出
訓
練
、
救
急
救
命
対
処

法
等
を
通
じ
、
冷
静
な
対
応
の
大
切

さ
を
参
加
者
の
方
々
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
訓
練
大
事
で
す
よ

ね
～
。
備
え
は
あ
り
ま
す
か
。

■
福
祉
で
は
、
先
進
的
な
医
療
の
現
状

や
在
宅
介
護
の
仕
組
み
等
を
医
師
等

の
専
門
家
に
よ
る
講
師
を
招
き
、
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

癌
の
放
射
線
治
療
を
テ
ー
マ
に
行
い

ま
し
た
が
、
心
身
共
に
健
康
な
と
き

に
癌
治
療
の
選
択
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
地
域
の
方
々
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
歩
く
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
歩

い
た
後
の
豚
汁
が
好
評
を
い
た
だ
き
、

大
勢
の
方
々
の
笑
顔
で
溢
れ
ま
す
。

■
部
会
員
の
経
験
と
教
養
の
充
実
を
図

る
た
め
、
施
設
の
見
学
・
研
修
も
行

い
ま
す
。

　

地
域
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
や

開
催
す
る
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
順
位
を
付
け
ま
せ

ん
が
、
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
白
熱
し
た

プ
レ
イ
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
兄

弟
チ
ー
ム
に
聞
い
た
ら
、
い
つ
も
兄
弟

げ
ん
か
を
し
て
い
る
が
、
今
日
は
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
、
と
の
こ
と

で
し
た
。

シ
ニ
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

60
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
自
治
会

対
抗
で
３
種
目
（
輪
投
げ
・
バ
ッ
コ
ー
・

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
）
を
競
い
ま
す
。
本

年
は
６
月
16
日
に
開
催
し
、
２
０
０
名

の
方
が
楽
し
く
ゲ
ー
ム
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
一

生
懸
命
練
習
し
た
の
で
輪
投
げ
で
一
番

に
な
れ
た
」「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
喜
び
の
声
で
し
た
。
そ
し
て
80

歳
代
の
方
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
大
き
く
し
た
フ

ワ
フ
ワ
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、
５
回
ま
で

で
返
し
ま
す
。
一
般
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
比
べ
て
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
こ
と
や

ボ
ー
ル
を
受
け
て
も
痛
く
な
い
為
、
小

学
高
学
年
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
楽
し

め
ま
す
。
田
彦
中
学
区
で
は
、
自
治
会

対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

通
常
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
違
い
、

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
全
身
で
歩
く
為
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
20
％
多
く
、
さ
ら

に
上
半
身
も
使
う
た
め
肩
、
首
の
コ
リ

解
消
に
有
効
で
す
。
運
動
効
果
が
高
く

誰
で
も
無
理
な
く
出
来
る
運
動
な
の
で

「
ウ
オ
ー
ク
以
上
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
未
満
」

を
求
め
て
い
る
方
に
最
適
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
12
月
８
日
に
田
彦
コ
ミ

セ
ン
を
起
点
に
実
施
し
ま
す
。
ポ
ー
ル

操
作
な
ど
の
簡
単
な
講
習
後
コ
ー
ス
に

出
、
１
時
間
半
程
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
す
。

秋
季
運
動
会

　

今
年
は
10
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

玉
入
れ
、
綱
引
き
、
大
縄
跳
び
、
総
合

リ
レ
ー
、
子
供
会
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
の

競
技
の
ほ
か
、
未
就
学
児
、
シ
ニ
ア
参

加
ゲ
ー
ム
ま
で
老
若
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
め
じ
ろ
押
し

で
す
。
田
彦
小
金
管
バ
ン
ド
、
田
彦
中

吹
奏
楽
は
見
事
で
す
。
日
頃
見
か
け
る

地
域
の
方
が
一
同
に
集
ま
り
、
一
体
感

を
感
じ
る
楽
し
い
日
に
な
り
ま
す
。
カ

レ
ン
ダ
ー
に
マ
ー
ク
し
て
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

編

集

後

記

　令
和
元
年
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
最

初
の
広
報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

　「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
田
彦
」
が
地
域
と
家

庭
を
結
ぶ
広
報
誌
と
し
て
、
親
し
み
易

く
、
情
報
内
容
が
役
立
つ
紙
面
作
り
を

目
指
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
沢
山
の
お

声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

総
合
優
勝
十
九
回

田
彦
東
自
治
会
　
中
村
　
厚
士

　

平
成
六
年
に
第
一
回
田
彦
中
学
区
秋

季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
以
後
続
い

て
き
た
大
会
の
中
で
田
彦
東
は
十
九
回

の
総
合
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

　

小
さ
な
自
治
会
が
守
り
続
け
て
い
る

こ
の
凄
す
ぎ
る
偉
業
・
記
録
は
ど
の
よ

う
に
し
て
達
成
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
自
治
会
全
員
の
心
を
一
つ
に
し

大
会
に
望
ん
で
き
た
先
輩
方
の
姿
勢
や

精
神
が
伝
統
と
な
り
、
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。

　

田
彦
東
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
秋
季
運

動
会
は
、
行
わ
れ
ま
す
。
小
中
学
生
達
、

若
い
お
母
さ

ん
お
父
さ
ん
、

子
供
会
育
成

会
の
皆
さ
ん
、

伝
統
を
受
け

継
い
で
活
躍

中
の
皆
さ
ん
、

今
年
も
自
治

会
一
体
と
な

っ
て
頂
点
を

目
指
そ
う
。

そ
し
て
歴
史

を
つ
な
い
で

い
こ
う
。

地
域
活
動
を
通
し
て

田
彦
西
自
治
会
　
藤
咲
　
武
夫

　

住
民
の
親
睦
や
防
犯
活
動
な
ど
の
場

と
し
て
存
続
し
て
き
た
地
域
の
行
事
で

す
が
、
最
近
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
縛

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
人
が
増
え
て
参

加
者
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
後
、

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
地
域
活
動
と

し
て
見
直
す
動
き
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
、
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
体
験
を
し
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

当
会
に
お
い
て
も
自
主
防
災
組
織
の

見
直
し
や
防
災
訓
練
、
ま
た
５
年
前
よ

り
組
長
懇
談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
連
帯
の
下
、
地
震
・
水
害
等
に
よ

る
自
然
災
害
を
最
小
限
に
軽
減
す
る
た

め
の
取
組
み
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
大
島
自
治
会
活
動
の
紹
介

西
大
島
自
治
会
　
山
田
　
謙
司

　

西
大
島
自
治
会
で
は
、
年
間
を
通
し

て
地
域
の
住
民
と
共
に
、
安
全
で
安
心

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
３
つ
の
特
筆
す
べ
き

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
公
園
の
清
掃
作
業
…
地
域
内
に
２
つ

の
公
園
が
あ
り
、
班
長
・
組
長
を
中

心
に
年
２
回
の
除
草
作
業
を
実
施

し
、
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
十
一
面
観
音
夏
祭
り
…
東
大
島
自
治

会
と
隔
年
で
担
当
し
、
模
擬
店
（
焼

そ
ば
等
）、
催
し
物
等
を
計
画
し
、
住

民
同
士
の
交
流
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

③
救
急
救
命
講
習
会
…
毎
年
、
班
長
・

組
長
を
対
象
に
３
時
間
の
救
急
処
置

（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）
の
講

習
を
受
け
、
突
然
の
事
態
に
役
立
つ

様
に
し
て
い
ま
す
。
終
了
後
に
は
、

消
防
署
よ
り
「
修
了
証
」
が
配
布
さ

れ
ま
す
。

自
治
会
の「
活
動
と
役
割
」

堂
端
自
治
会
　
須
藤
　
光
夫

　

快
適
な
地
域
と
す
る
た
め
に
！

①
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り

　

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
安
全
と
安
心

　

・
防
犯
灯
の
設
置
で
夜
も
明
る
い
街

　

・
登
校
下
校
児
童
の
見
守
り
活
動

②
助
け
合
い
・
支
え
合
う
暖
か
い
地
域

　

・
敬
老
会
や
運
動
会
・
祭
り
の
開
催

　

・
高
齢
者
の
見
守
り
や
声
掛
け
運
動

③
き
れ
い
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

・
資
源
回
収
・
生
活
ゴ
ミ
の
回
収

　

・
花
植
え
や
ゴ
ミ
拾
い
で
環
境
美
化

④
防
災
・
災
害
時
の
支
援
活
動

　

・
避
難
訓
練
・
防
災
資
機
材
の
整
備

⑤
日
常
生
活
で
発
生
す
る
諸
問
題
を
組

長
→
班
長
→
会
長
→
関
係
部
署
と
調

整
し
解
決
を
図
る
団
体
で
す
。

自
治
会
活
動
に
参
加
し
思
う
事

大
島
公
園
西
自
治
会
　
笠
井
　
忠
雄

　

ひ
た
ち
な
か
市

に
住
み
40
数
年
、

生
ま
れ
育
っ
た
北

海
道
生
活
の
２
倍

以
上
と
な
り
、
第

２
の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。
越
し
て
き

た
当
初
は
、
仕
事
一
辺
倒
で
地
域
の
行

事
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の

様
な
中
、
自
治
会
役
員
を
！
お
話
を
戴

き
引
き
受
け
、
早
６
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
多
く
の
方
々
と
お
知
り
合
い

に
な
り
、
色
々
教
え
て
頂
く
事
も
多
く
、

も
ち
ろ
ん
大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、

役
員
を
引
き
受
け
て
良
か
っ
た
と
、
今

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
気
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

自
治
会
の
会
員
さ
ん
は
、
高
齢
者
も
多

く
組
長
を
や
れ
な
い
の
で
会
員
を
抜
け

た
い
と
言
っ
て
い
る
方
が
多
い
事
で

す
。
よ
い
解
決
策
は
、
す
ぐ
に
は
見
つ

か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
と
っ
て
自
治

会
は
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
に
し

て
、
引
き
続
き
自
治
会
活
動
に
参
加
し

て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


